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　将棋界の八大タイトル戦の一つ、叡王戦が海を越え、シン
ガポールの地に上陸しました。2026年4月3日（金）、シンガ
ポール日本人会を舞台に開幕した第11期叡王戦五番勝負第
1局。日本とシンガポールの外交関係樹立60周年を祝う記念
事業として実現したこの対局は、伝統文化の枠を超えた国際
親善の場となっています。
　日本の伝統文化である将棋が、なぜ今、赤道直下のシンガ
ポールで開催されるのでしょうか。そこには伝統の国際化とい
う大きな志があります。アジアのハブであり、多様な文化が交
差するシンガポールでの開催は、将棋を世界のボードゲーム
へと進化させる象徴的な一歩といえます。また、主催を務める
不二家にとっても、シンガポールは東南アジア展開の重要拠
点です。対局中、棋士の集中力を支える勝負おやつとして自社
のスイーツを提供することは、日本の食文化を現地へ発信す
る絶好の機会ともなっています。
　今期、盤を挟むのは、タイトル初防衛を目指す伊藤匠叡王
と、2期連続の挑戦権を獲得した斎藤慎太郎八段です。両者
は昨期と同じ顔合わせであり、宿命の対決として注目を集めて
います。
　注目の第1局は、先手の伊藤叡王に対し、後手の斎藤八段
が応じる形で、序盤から激しい攻防が予想される相掛かりの
戦型となりました。日本人会オーディトリアム（3F）で開催され

た大盤解説会には、現地在住の将棋ファンが詰めかけ、プロ
の一挙手一投足に熱い視線を送りました。解説には木村一
基九段、飯島栄治八段、加藤桃子女流四段、そしてどうぶつ
しょうぎの考案者として国際普及に尽力する北尾まどか女流
二段が登壇し、豪華な顔ぶれが会場を沸かせました。
　極限の緊張感の中で戦う両者を支えたのは、主催の不二
家が提供するスイーツです。本局では、午前のおやつに芳醇
なバームクーヘン、午後には濃厚なチーズタルトが提供され
ました。
　対局は125手までで先手の伊藤叡王が勝利し、シリーズ
先勝を飾りました。終局後、伊藤叡王は、「2年連続のシンガ
ポールで貴重な経験をさせてもらった。よいスタートを切るこ
とができた。」と語り、充実感を漂わせました。熱帯の風が吹
くシンガポールで、静寂の中に火花散る知力の格闘技が展
開されたこの一日は、将棋史に刻まれる新たな一ページとな
りました。
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編集室より　
　　シンガポールに引っ越してきてもうすぐ2年が経とうとしています。雨季には肌寒さを感じられるほ
どに、常夏の気候にも慣れてきました。東南アジアはもちろん、オセアニアにも近く、旅先には困らな
いシンガポールですが、今年の3月にオーストラリアのパースへ家族で旅行に行ってきました。たまた
まスカルプチャー・バイ・ザ・シーという現代アートの祭典の時期と重なり、ビーチ全体に展示された
作品を鑑賞しました。日本人アーティストの作品もいくつかあり、その場にいらしたアーティストの方にお話を伺うという嬉
しい出来事も。旅先が決まるとギャラリーやアートイベントがないか必ず調べるようになったのは、日本語ガイドのボラン
ティアを始めてからです。
　さて、この旅で最も印象に残ったのが、オーストラリアの食の豊かさです。大体の食材はシンガポールでも手に入りますが、
現地の野菜、特に葉物野菜やいちご、ビーフやラムなどを新鮮な状態で頂けることの有り難さを実感しました。そして至るとこ
ろにコーヒーショップがあるオーストラリア、コーヒー好きの我が家はGoogle Mapsに気になるコーヒー屋さんをマークして、

滞在中毎日どこかしらのカフェへ。驚いたのが、美味しい(美味しそうな)カフェは、平日のみ、そ
れも朝6時からお昼過ぎまでの営業という形が多かったところです。従業員も週末を家族や友
人と過ごす時間を取ることができるこのスタイルに、豊かな生活とは、と考えさせられました。と
はいえ、忙しく便利な都会の生活は性に合っている気もします。
　今回は家族で訪れましたが、次回はぜひワイナリーツアーをメインに友人たちと訪れたい
と思っています。シンガポールから5時間、時差もないパース、ぜひ次の旅先の候補にいか
がでしょうか。
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